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1 非常勤出張医による泌尿器科外来での
     漢方薬処方の実際
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【緒言】男性更年期・LOH症候群に対する治療法のひとつとして漢
方薬が挙げられる。従って、男性更年期・LOH症候群受診者の
「証」を検討することは有用である。今回、当科へ男性更年期・
LOH症候群の診断、治療のため受診した患者の「証」を判定し、他
の臨床的パラメーターと比較検討を行った。
【対象と方法】当科に男性更年期・LOH症候群の診断、治療のため
受診し、初診時に実虚問診票による実虚スコアより「証」の判定が
可能であった629名を対象とし、「証」と他の臨床的パラメーター
（年齢、勃起機能、AMSスコア、総および遊離型テストステロン値）
との比較検討を行った。
【結果】629名の平均年齢は、54 . 3±10 .4歳で、実虚スコアは
47.4±11.3であり、虚証（実虚スコア0-44）265名（42.2％）、中間証
（45-55）226名（35.9％）、実証（56-100）138名（21.9％）であった。実
虚スコアは、年齢(p<0.0001)・勃起機能（SHIMスコア）(p<0.0001)
とは有意な正の、AMSスコア(p<0.0001)とは負の相関関係が認め
られたが、総および遊離型テストステロン値とは相関関係は認めら
れなかった。重回帰による検討でも、同様な結果であった。以上よ
り、男性更年期・LOH症候群における「証」の判定により、若年者
ほど虚証であり、虚証であるほど有意に勃起機能が低下してお
り、LOH症候群の症状が強く出ていることが判明した。しかしな
がら、血中男性ホルモン値とは相関は認められなかった。
【考察】男性更年期障害は、1.精神・心理症状、2.身体症状、3.性機
能関連症状といった特徴的な症状がいわゆる更年期前後の男性
に起こる状態とされ、うつ病とのオーバーラップもあり、その原因
は必ずしもアンドロゲン低下のみで起こるわけではない。LOH症
候群は、加齢によるアンドロゲンの緩徐な低下に伴う症状を呈す
る状態とされている。しかしながら、実臨床においては、種々の症
状に悩まされている多様な背景を有する受診者が多く、各々の状
態を判断して、迅速に適切な治療を行うことが重要である。診断
には、AMSスコアなどによる自覚症状の確認と男性ホルモンの採
血が必須である。実虚スコアによる「証」の判定は、AMSやSHIM
スコアと有意に相関しており、さらに本人の「証」を基に初診時か
ら漢方治療に繋げることができるため、有用性は高いものと考え
られた。また、男性更年期・LOH症候群患者において、その症状と
男性ホルモン値との相関がないことは多数報告されており、本受
診者層の非均一性、背景の多様性を示していると考えられる。
「証」の判定は自覚症状を基にしており、AMSスコアと同様、やは
り男性ホルモン値との関連性はなかった。

　札幌医科大学の大きな役割の一つは、北海道内の地域医療の

支援である。札幌医科大学泌尿器科では、北海道内の地域病院へ

常勤医を派遣しているほか、非常勤での出張外来を多数おこなっ

ており、道南地区にある八雲町の八雲総合病院にも毎週出張医を

派遣し、週２日の外来診療をおこなっている。診療対象となる同町

および周辺地域の人口は約40,000人であり、毎週多数の患者が受

診している。今回、八雲総合病院での泌尿器科外来における、漢

方薬の処方の実績について調査し、外来診療におけるその有用性

を検討した。

　対象は2018年10月から2021年10月までに八雲総合病院泌尿器

科を受診した症例で、受診記録により漢方薬の処方履歴のある患

者を検索し、抽出した。治療効果は診療録により評価した。

当該期間に延べ12,204名の患者が受診し、漢方薬は延べ436回

(3.6%)処方されていた。患者実数としては122名で処方され、男性

50名(41.0%)、女性72名(59.0%)、年齢は中央値77歳(16～96)であっ

た。13名には2剤、1名では3剤の処方がされていた。

　薬剤別の処方症例数は、猪苓湯46、牛車腎気丸19、清心蓮子飲

14、桂枝茯苓丸14、竜胆瀉肝湯 12、猪苓湯合四物湯9、八味地黄丸 

9、補中益気湯 4、当帰芍薬散3、五淋散2、小建中湯2、疎経活血湯

1、当帰四逆加呉茱萸生姜湯1、抑肝散1であった。全137処方中、

「効果あり継続中」は38処方(27.7%)、「症状改善により終了」が70

処方(51.1%)、「効果無く中止」が29処方(21.2%)であった。薬剤別の

継続率は、猪苓湯21.3%、牛車腎気丸26.3%、清心蓮子飲42.9%、

桂枝茯苓丸28.6%、竜胆瀉肝湯25.0%、猪苓湯合四物湯11.1%、八

味地黄丸33.3%、補中益気湯0%、当帰芍薬散33.3%、五淋散

50.0%、小建中湯50.0%、疎経活血湯100%、当帰四逆加呉茱萸生

姜湯100%、抑肝散100%であった。

　地域病院での非常勤出張医による泌尿器科外来において、多

数の患者に漢方薬が処方されていた。蓄尿症状、排尿症状、尿路

不定愁訴などを示す患者に対して、比較的高い効果や満足度が

得られており、有用性が高いと考えられた。
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